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件  名 第１回 清瀬市地域自立支援協議会 

  

事 務 局 福祉子ども部 障害福祉課障害福祉係 

  

開催場所 清瀬市役所２階 市民協働ルーム 

  

日    時 令和６年５月 13 日（月） 午前 10 時～12 時 

  

出 席 者 委員 10 名 

浅野 穂高、岩澤 寿美子、菊間 英子、熊谷 大、齋藤 靖之、 

鈴木 朋恵、長嶋 潤、贄川 信幸、稗田 知子、森田 憲英 

（五十音順、敬称略） 

  

欠 席 者 冨永 健太郎、宮寺 孝、山﨑  昭浩（五十音順、敬称略） 
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審議経過 

１ 令和６年度地域自立支援協議会の年間予定について 

事務局 
冒頭お時間をいただき、今年度、委員の方の人事異動に伴い変更があったため議

員名簿を参照しながらご紹介させていただく。 

会 長 

この自立支援協議会は年２回の開催であり、各部会の活動や本会議の下準備

として事務局会議を行っているが、この会議で正式に年間活動や振り返り、

また次年度の活動等を確認している。機動性という意味では若干欠けてしま

うかもしれないが、ここに記されている項目については、忌憚ないご意見を

いただければと思う。 

事務局 

令和６年度地域自立支援協議会の年間予定について、昨年度末に配布した予

定と大きな変化はないが、何点か変更はしている。まず、地域生活支援拠点

部会と相談支援部会の来年１月の日程について、当初１月 13 日で抑えていた

が祝日であったため、１月 27 日に変更している。次に、事務局会議の日程に

ついてお伝えする。９月から２月まで期間が空いている点について、予備日

として 10 月末にも会議室を抑えたが、会議室自体がそれ以降抑えられない状

況になっている。ただし、９月末であっても 10 月末であっても、各部会の第

３回と第４回の間で実施するという点では、活動報告と年度末に向けての確

認は行える形であるため、結果的には大きな変化はないと思われる。そのた

め、日程についてはこちらで進めていければと考えている。 

会 長 

先月事務局会議を実施し、本日の本会議を迎えている。本会議が終わったら

各部会が動き出すことになる。その状況を７月の事務局会議で共有し、また

次に向けて議論をしながら進めていく。ただし、９月の部会だけ事務局会議

と前後し交互に行うことになるが、予備日である 10 月に事務局会議を行った

としても、タイミング的にはそう大きく変わらないだろうということであ

る。 

 

委 員 

 

前回の本会で回数が２回であると、部会で検討された内容を報告・承認する

といった多少の議論は入ると思うが、今年度初回で部会をこのような計画で

行うと聞いたとしても、最後にまた報告を受けるといったところでは、協議

会としての役割を果たしているのかについて疑問に感じる。この間、事務局

会議でも議論を進められていたと思うので、その点をお聞きしたい。 

 

会 長 

 

今年度のスケジュールに反映できず、前年踏襲となってしまっている。一つ

には、早い段階で会議のあり方等を議論しなければ予算の兼ね合いもあり、

安易に回数を増やせないということはあった。私自身も事務局と本会議の役

割について今後検討していきたいと考えている。協議会として本会議で協議

をするというのが本来の姿であるので、次年度以降の会の役割については整

備が必要だと考えている。実質は部会の活動が中心で、事務局でモニターを

しながら本会議にあげて承認を得るという形である。 

事務局 

今年度は踏襲となり申し訳ない。役割については、予算の兼ね合いもあるが

会長がおっしゃったように検討していきたい。 
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２ 令和６年度専門部会の活動予定(案)について 

  各部会長より資料 2-１～2-4 に基づき説明 

 

会 長 

 

 

昨年夏に都の協議会の意見交換会に参加した。ロの字だと難しいから島式に

したり、当事者を参画したり、様々な立場の人が協議できる場が必要だろう

という意見があった。他の自治体の会の持ち方の情報も参考にしながら意味

のある協議会にできればと思っている。 

委 員 承知した。ありがとうございました。 

会 長 
ご意見をありがとうございました。では、令和６年はこのスケジュールで進

めていく。 

部会長 

権利擁護・差別解消部会より報告する。まず、部会員であるが、他の部会に

比べ会員数が少ないため、障害者本人の加入やグループホームに参加しても

らうのはどうかという話が上がった。以前は身体障害者当事者の方が参加し

ていたため、どの障害種別にするかについては決めていないが、検討してい

きたい。 

課題整理表について、テーマについては障害者理解の啓発と事業所間のネッ

トワーク作りとし、昨年までは支援力の底上げとしていたが事業所間のネッ

トワーク作りへテーマを変えたい。障害者理解については、昨年度から始め

た 12 月の障害者週間に合わせ、ロビーで物品販売を行った。その後のアンケ

ートからも、市役所から遠いところは市民があまり知らないようで、事業所

のことを市民に知ってもらえたこと、障害者本人が販売することで市民と交

流できたことは障害者理解に繋がると思うため、継続したい。以前はクレア

４階ギャラリーで展示もしていたが、人の流れとしては市役所の方が多いた

め、来年度も引き続き市役所で行っていきたい。 

続いて、事業所間のネットワーク作りだが、虐待防止研修会も２回目を迎

え、より研修会の目的をはっきりさせるためにも、虐待防止研修としての位

置づけをはっきりさせて、各事業所にも案内していきたい。職員に限らずパ

ートで関わっている方であっても虐待防止の意味合いについて知ってもらえ

ればと考えているため、今年度も継続していきたい。 

グループワークの時間も多く設けているため、事業所間の交流も含め行って

いき、研修会を以て交流できるようにしたい。また、自立支援協議会として

の修了証も出しているため、それぞれの事業所にてフィードバックもでき、

そういう位置づけにもなっているため、引き続き行っていきたい。 

会 長 次に、生活支援拠点部会よりお願いしたい。 

部会長 

地域生活支援拠点部会は、活動目的から先にお伝えする。地域生活支援拠点の趣

旨としては、障害者の重度化や高齢化、親なき後を見据えた居住支援のための機

能というところで、1番から5番までが主にやるべきこととして示されている。清瀬市

としては、3年前から2番の緊急時の受け入れ対応をメインに取り組んできた。その

為、1番上に書いてある部会員のところは相談部門と短期入所部門の二つの部門

の職員から参加してもらっていたが、今回新たに提案したいこととしては、地域移
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行や地域生活を見据えたときに、短期入所、泊まりだけではなく、生活介護や就労

といった日中の体験の機会も取り組んでいきたいと考えている。部会員の更なる拡

大というところで生活介護部門の職員や就労部門の職員、あとグループホームで

の体験を加えると、ここにも呼びかけをさせてもらい、人数が多くなってしまうかも

しれないが、各事業所から1名参加していただけたらという希望があり記載した。 

目的の一つとしては、去年1年間ワークショップを行った。その際、グループワークの

中で事業所同士の交流が不足してることや、隣の事業所のことが分からないという

意見があった。また、先ほどの話とリンクするが、利用者の体験の機会がやはり少な

いというところで、職員交流や人材育成も含め行っていきたいということを、下の活

動内容にリンクさせお示しした。部会は1年間に5回あり、まず1回目は、地域生活支

援拠点の登録状況を整理したい。実はまだ半分ぐらいの事業所しか登録していな

い。そこにはそれぞれの法人の理由があると思う。登録が煩雑であったり、登録後

になかなか協力できなかったりするなど、様々な事情はあると思うが、部会としては

できるだけ、裾野を広げていきたいと考えているため、今年度も呼びかけていきた

いと思う。 

事例検討については、実際に困難ケースを一つ取り上げて、全体で年3回に分けて

ケース検討を行っていきたい。その理由の一つは困難ケースを深めることはもちろ

んだが、人材育成という視点とケース検討を行うことで、登録している事業所には

加算が付くことになる。そこで、登録を斡旋するという目的としても、ケース検討を

進めていきたいと考えている。最後にワーキンググループについて、今年も2つのグ

ループに分かれて年5回行いたい。一つは、40歳以上の愛の手帳所持者の一覧表

をもう1回更新して、どの事業所と繋がっているかわかるように、整理をしていきた

い。サービスに繋がっていない人は、先程の短期入所や体験利用の機会などに繋

げていけたら良いと思う。40歳以上に限定したのは、本当はもっと裾野を広げるべ

きだと思うが、まずできるところから実施するということで、利用者が40歳以上だ

と、当然保護者も高齢者だと思うため、親亡き後を見据えたところで、取り組んでい

きたい。もう一方のグループとしては、地域生活支援拠点等事業所一覧表作成を

行いたい。これは東村山市を参考にさせてもらい、拠点をテーマとした一覧表にし

たい。例えば、短期入所についてこのような時は入れますよ、といった事業所の対

応について特化した内容のハンドブックみたいな物を1年間かけて作成し、成果物

として出したいと思う。 

会 長 ありがとうございます。次は相談支援部会についてお願いします。 

部会長 

相談支援部会です。まず、部会員についてお伝えする。市内に相談支援事業所は

11ヶ所ある。市外では、たまみずきが練馬区にあり、清瀬のケースも多く持ってもら

っていることから参加してもらっている。また、特別支援学校の先生にも参加しても

らっているが、今後についてはいろいろ決めていく際に投票ということもあるため、

市外のたまみずきと特別支援学校にはオブザーバーという形で参加してもらう予

定である。 

活動目的としては、地域の相談支援体制の強化を目指した取組みを行う。部会の

あり方については、質の向上や支援の水準化、地域課題を抽出し社会資源を明確
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にしていくという課題であったり、令和8年度に設置予定になっている基幹相談支

援センターの設置に向けた検討ということを課題として挙げている。今年度の相談

支援部会のあり方については、視野を広げる機会を検討して実施する。また、地域

情報の集約を行った上で支援に活かすというところで、東久留米特別支援学校の

進路担当の先生に講師として来ていただき、卒業後の進路や、学校の進路指導に

ついてお話を伺う予定である。地域の情報集約については、今はまだ具体的になっ

ていないため、1回目に部会員の意見を聞きながら、市内の情報集約を今年度は行

っていきたい。2番目の地域課題を抽出し、地域づくりを行うことについては、事例

検討を行い、部会員のスキルアップや地域づくりに繋げていきたいと考えている。こ

こについては、昨年度は部会内で、グループスーパーバイズという形で事例検討し

たが、本年度は他の地域で活躍している主任相談支援専門員に来てもらい、スー

パーバイズしてもらいながら事例検討を深められればと考えている。3番目の基幹

相談支援センター設置に向けた検討については、近隣市で設置している基幹の方

に来てもらい、どのような取組みを行っているか、役割はどのように整理しているか

等、聞く機会を持ち、その後部会員の意見もまとめて、清瀬市で設置される基幹相

談支援センターの役割を部会として提案できればと考えている。 

会 長 ありがとうございます。では、子ども部会についてお願いします。 

部会長 

子ども部会です。部会員は放課後等デイサービスの事業所が多いため、放課

後の議論に偏りがちであった。あくまで部会は障害のある子全体のことであ

り、就学前やいろんな時期の子どもについて情報共有していくことが本来の

あり方ではないかと思う。その為、今年度は、関係機関との情報共有を強化

していくことが課題である。関係機関とのネットワーク、子を取り巻く繋が

りを強化する。放課後等デイサービスだけではなく、学校や就学前の児童発

達支援もあるため、関係機関の連携を強化していく。昨年度は放デイの送迎

について、学校の対応がはっきりしないまま特別支援学級が増えたりし、話

し合いができる学校と放課後等デイサービスを知らない学校があったりと、

放デイと学校だけでもかなり課題が見えた。その為、今年度は関係機関や情

報共有をしっかりと行い、整理していきたい。課題に向けた取組みとして

は、どのように取り組めばよいか、どのようなところと連携を強化するかと

いったことを部会内で検討していきたい。また、災害時における緊急時の対

応について、各事業所に認識のズレが見られたり、子の状況により変わって

くるため、そうしたところを検討できればと思う。日常的な関係強化と共に

緊急時の部分も共有、検討していければと考えている。 

会 長 

ありがとうございます。冒頭で言いそびれたが、委員名簿について、各部会

長は構成名簿に入っていなかったが、部会長がいないところで部会の活動を

検討するのもどうかと思い、参加してもらうようになった。また、部会員の

追加については特に規程はなく、部会長から会長・副会長に申し出てもら

い、必要があれば承認するという位置づけになっている。それでは、何か質

問はいかがか。ちなみに、第７期障害福祉計画、第３期障害児福祉計画策定

に向けた事前調査で、障害や病気を理由に差別を感じた経験がある人が約 3
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分の 1、働く上で必要だと思うことに障害に対する理解をしていくことがあ

り、障害者の本人のケアでもあったりするため、部会長からの課題でもあっ

た通り障害者理解が未だ不十分だということはこういった調査からも言える

ことだと思う。活動を追加することは難しいかもしれないが、活動の工夫に

ついてはいかがか。 

委 員 

障害者週間のイベントについて、毎年何を行っているか分からない状況だっ

たが、市役所を使用することはきっかけとしては良い。ただし、障害理解を

進めるにあたっては、お店だけではなく、他のイベントと組み合わせたり、

過去に５年に１回位で行っていたシンポジウムなどと組み合わせたりして活

動してもらえれば良いのかなと思う。 

委 員 

毎年コミュニティプラザひまわりにて、ふれあいまつりを行っており、事業

所が参加したり当事者のダンスの発表会を行なったりしている。社協が中心

で行っている。コロナの兼ね合いもあり集客は減っているが、そうしたイベ

ントに参加するのも良い。障害の事業所が全て参加する訳ではないが、高齢

者の事業所もあり、様々な種別が参加している。 

委 員 
参加したイベントは、ころぽっくるで５人パネリストが出て、精神障害や身

体障害の当事者の方などがいた。 

委 員 

過去には、自立支援協議会で当事者を中心に行ったことがある。何年かに１

回、部会を取っ払って全体でそういったイベントを行っても良いかもしれな

い。虐待防止研修会は自立支援協議会で行っているが、それは研修であるた

め、もっと異なった形で当事者にも登壇してもらうことも良いと思う。 

会 長 

障害者理解のために継続して行うにしても、ノーマライゼーションや共生社

会を計画に掲げており、他のこともやっている中で障害者理解もやっている

といったことや市民が障害福祉に関わる人たちだけでなく関心を持ってもら

えたり足を運んでもらえる機会を持てれば良いかなと考えた。もう一つ考え

たことは、市内で理解を求める様々なイベントがあり、全て協議会で行うこ

とは難しいと思うが、情報を集約して関連性があるなら協力するといったや

り方も出てくるかなと思う。市で行っているイベント情報などを集約するこ

とは可能か。 

事務局 市内で行われているものは集約可能である。 

会 長 

具体的な進め方は考えていかなければいけないが、そういった企画を考えて

いっても良いのではないかというご提案であった。他に関連することはある

か。 

部会長 

わかば会でもコロナ前は土曜日に学校の授業で１時間お借りして、当事者が

障害について話をさせてもらうことがあった。また、学童の児童とゲームを

したりして児童や先生が直接かかわって障害を知ってもらうという取組みを

行っていた。通学していた児童が実際にいじめられたり、からかわれたりし

ていたことで、どうすれば無くすことができるのかを考え、まず障害を知っ

てもらうことが必要というところから始めた取組みであった。行うことで、

良くわからない障害の人から、一人の人間として悩みがあるということを分
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かってもらえ、顔見知りになることもできた。イベントに来てもらうことも

大事だが、こちらから出向くこともないと、興味がない人は来ないため、ま

ず知ってもらうためにも存在を理解してもらい認知に繋げていくことも必要

だと思う。今年度から三小で復活するため、受け身だけではなく当事者にこ

ちらから働きかけながら理解に繋げていくことも重要だと思う。 

会 長 
有益な情報をありがとうございます。集約して共有し、うちではこんなこと

ができそうだとか、部会として企画していくこともできるかもしれない。 

委 員 

副籍交流は、地域の小学校に行き交流する。学齢が小さいと分け隔てなく関

われていても、学齢が上がると違いに気づき、どう関わるかを悩んでしまう

ということがお互いに出てくる部分もあるので、そこが問題になると思う

が、保護者が出ていく勇気や学校もサポートするというのは一つあると思

う。また、地域でも障害の有無により分けられているように思う。その為、

障害を持っていても積極的に外に出るようにして、地域で清掃をしたり花を

植えたりして地域のために行っていることを知ってもらうと、アピールにも

なりムーブメントにもなるのかなと思う。横の繋がりで行えば、大きな動き

にもなると思う。 

会 長 

活動計画にもある事業所間のネットワーク作りというのも、今回は部会員間

でまずはそこからということになると思うが、市内の事業所がどのような活

動を行っているか、行えるのかということも見ていければ良いと思う。また

市とも共有しながら、部会としても更なる展開を加えていければと思う。 

部会長 

地域生活拠点部会としては、正直にいうとやりたいことがたくさんある。そ

こは清瀬市として何が必要かを整理していきたい。一つ目は緊急時の受け入

れについて、これは継続的に課題である。市内４事業所しかなく、受けきれ

ない場合は近隣市との連携が必要である。研修会を行うときも他市を交えて

行ってきており、今後も必要だと考えている。東村山市は全ての事業所が集

まり全ての事業所が登録している。清瀬市は相談と短期入所だけだが、それ

でも登録は半分くらいである。生活介護や就労系、グループホームなど皆で

支えていくべきだと思っているため、呼びかけて少しでも輪を広げていきた

い。負担も大きいため、忌憚ない意見を伺いたい。登録していなくても協力

してくれている事業所もたくさんあるため、そこまで拘ってはいない。 

会 長 登録するメリット、デメリットは何か。 

部会長 

デメリットは無く、登録すると、例えば短期入所は受け入れると加算が付

く。今回の報酬改定でも報酬は増えている。ケース検討するだけでも１回

2,000 単位付き、年４回は付けられるためメリットはある。また、顔見知り

にもなる。 

会 長 法人としての手続の手間とメリットはあるか。 

委 員 

どんぐりとしては、生活支援センターでは相談として登録しているが、就労

グループホームについては、地域生活支援拠点に精神が入ることが逆に邪魔

になってしまうのではないかと考えている。そう考えてはいけないだろう

が、これが作られた経緯を考えると、そう感じてしまう部分がある。情報と
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しては必要でもあるため、相談には入っているが、現状では就労やグループ

ホームに関しては少し違うと思っている。今後は地域交流なども視野に入れ

ると参加した方が良いと思うが、グループホームだと日中に参加できる者が

おらず厳しい状況がある。部会に入っても参加できる職員がいないと思う。 

委 員 オンラインはできないか。 

部会長 これまで行ったことは無いが、ハイブリットという形で市とも相談したい。 

委 員 
資料の共有だけでも呼びかけられれば、ハイブリットの開催は主流になりつ

つなる。 

部会長 個人的には賛成である。 

委 員 
市のスタンスとして積極的に呼びかけるのか、そうでないのか、そこもはっ

きりすると良いと思う。 

部会長 
部会の初回にてそこはしっかりと話していきたい。また事務局からも話して

もらいたい。 

会 長 

開催方法、主旨、事業の性質により登録状況は変わる。登録ありきではなく

どう動いていくかが大切である。部会で引き続き審議をして欲しい。オンラ

インなら参加できるということもあるだろうから、検討していければ良いと

思う。続いて、相談支援部会についてはいかがか。 

部会長 

部会として何を重点的に行うかを話すと、地域情報の集約と自分たちのスキ

ルアップといった意見が出る。ただし、実際にスキルアップと考えた際、今

年度の計画としては事例検討やスーパーバイズ、特支の先生の話を聞くとい

った２点を挙げたが、もっとこうした方がいいということやこの視点で行っ

たらどうかといった意見を伺いたい。 

会 長 計画内容の具体的な進め方について何か助言があればいかがか。 

委 員 

事業所の相談支援のあり方について、一律に事業所が対応できているか、モ

ニタリングがきちんと行えていないと言った話も聞く。部会の中でモニタリ

ング頻度などの共有がされているのか、事業所を変えたいという声も今年度

既にあるため、スキルアップ以前に、相談支援事業所として対応しているか

どうかを知りたいと思うことがある。 

会 長 最低ラインのスキルを揃えようというところではある。 

部会長 

部会では件数の共有やこんなケースで困っているといった共有は行っている

が、どう動いているのかについては同業故に見えづらいところがある。今年

度は初回の部会前に、各事業所に持っている件数やモニタリング頻度等を確

認しようと考えている。ただし、一人職場も多くはっきりと回り切れないと

いう話も聞くため、確認をすることについては本会や事務局から上げてもら

えると良いと思う。 

委 員 

部会だと事業所同士でもあるため、やりづらいこともあるだろうから、市役

所でも聞き取りを行ってもらい、事業所で差が無いように取り組んでもらい

たい。差があると、緊急時といっても相談支援員が関わっていないと実際に

は何も分からず動けない。一番の繋がりは相談支援事業所でもあると思うの

で、繋がっていないとどこに相談すればよいか分からず、市に聞くと相談支
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援に聞いてくれと言われると聞いている。市は状況を把握し、どの程度事業

所が抱えて、モニタリングもどの程度行えているか等、聞き取りをしてもら

いたい。事業所の差は埋める時期ではないかと思う。日頃何もなければいい

かもしれないが、緊急時等も含め、対応が遅れることもあるだろうから、そ

ういった点を考えてもらいたい。 

会 長 

ここで上がった内容を整理して、部会にお願いしたいことと協議会で取組む

ことを分けて、今の件も含め預からせてもらいたい。相談支援の質の保証に

加えスキルアップもあると思うが、それは部会で上がった計画を進めてもら

いたい。精神分野ではいくつかアイデアもあるが、障害種別が異なるとまた

変わってくると思うため、検討にあたっては皆さんからもアイデアをもら

い、どうするかについては検討させてもらいたい。また、同時に市としても

できることや限界はあると思うため事務局と相談していきたい。 

部会長 

質の担保という点については、他市ではモニタリング検証を行っており、そ

れが進んでいる。その為、モニタリング検証が適用になってきているという

話で内容確認はできると思うため、長年の課題でもある事業所により支援が

違うといったことについては、今年度は何かしら進めていきたい。 

会 長 

常に議論になるのは、こうした話が上がった時に手いっぱいで新規の相談も

なかなか受けられないという話が関連してくる。夢を語る会長で恐縮だが、

その方が亡くなるまで続くということになると、モニタリングも回しきれな

くなるが、相談支援事業所として新たな雇用を行うとなるとすぐには難しい

ということになる。これは精神障害領域での考え方かもしれないが、ケアマ

ネジメントには終了があるはずであり、そこに向けて何か工夫できないかと

思う。そうでなければ抱えられる数は決まっているため、どうすれば終了と

なるか、サービスや計画が不要になっても生活できるかといった出口も見据

えた議論ができれば良いと思う。子ども部会についてはいかがか。 

部会長 

放デイが多いが、そうではない相談もある。今までに比べ軽度な子どもも増

え、どの事業所もいっぱいになり受けられないという状況はある。希望があ

ってもキャパがない、それは学校も児童発達支援も同じだと思う。その中

で、限られたところでいかに家族を支援するかと考えると、顔が見える関係

構築が必要だと思うが、それにはどうすれば良いかと思う。また、子どもの

生活は学校と放課後だけではないが、家庭での困りごとは見えづらい。こう

したところも把握できる部会になっているかについては、思うところがあ

る。課題について、こうした課題があるということを教えてもらいたい。 

会 長 
昨年度は送迎を中心に行った。今回は家庭での困りごと等も共有できるよう

な形を取りたいということだが、こうした点についてはいかがか。 

委 員 

話が戻って申し訳ないが、相談支援について市に教えてもらいたい。計画相

談は基本的に事業所が行っていると思うが、うちの事業所には一人セルフプ

ランの人がいる。計画相談を減らすにはセルフプランを増やせばいいが、市

としてはセルフプランを増やすということに対してはどう考えているのか。

セルフプランはあまり推奨されていないが、その辺の見解を知りたい。東村
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山市からはできるだけ辞めて欲しいと言われているが、本人がセルフプラン

でないと嫌だというので、それで対応している人がいる。数を減らすには、

就労 B 担当の事業所としてセルフプランを進めてしまっていいのであれば進

めるが、それはやって欲しくないか。でも計画相談を減らすにはセルフプラ

ンに持っていってしまえば別段良いのかなとも思っている。例えば、就労 B

と家事援助とか複数のサービスを使っていたら良いが、就労 B 一つの場合、

計画も一つであるため、セルフプランでもいいのではないかと思ってしま

う。ただ、見解として様々な事業所が入ることで確認ができることもあると

思うため、あまり勧められないのか、それとも一人でも減った方が良いの

か、どうなのかを確認したい。 

事務局 

モニタリングや外部の目が入るという点を踏まえると、積極的にセルフプラ

ンは勧められない。また、本来は次第のその他のところで話をしようと考え

ていたが、関連していることでもあるため、このまま話をさせてもらえれば

と思う。事務局会でも話があったが、新規の受入れについてなかなか事業所

でも受入れが難しく、何とかならないかと相談も受けているところではあ

る。一つには時期もあるのではないかと思っており、特に年度当初は学齢児

の増加や転入といったことから相談件数も増加するものと思う。基本的には

契約でもあるため、家族には直接事業所へ問い合わせてもらうように伝えて

いるが、同時に面談時には近隣市の事業所や何かあれば市に連絡するように

も伝えている。ただ、市へは見つからないといった相談は来ないが、部会長

のところには話が上がっていることから、市への相談は敷居が高いと捉えら

れているかもしれない。そう考えると、一番関りのある相談支援事業所との

コミュニケーションを図っていく必要性を感じている。また、それぞれの事

業所の特性を改めて把握し、どの事業所がより適しているのかといったこと

は考えていきたい。しかしながら、事業所、支援員数は決まっているため、

会長がおっしゃった終結も含めて考えていく必要があると思う。また、身

体、知的の方は一度サービスが始まると、終結は難しい面もあるため、障害

種別の中での捉え方はあると思う。結論としてはなかなか出ないかもしれな

いが、絶対的に考えなければならないことでもある。家族に丸投げといった

ことではなく、市として何ができるのかについては考えていきたい。ただし

現状としては課題について認識しているが、具体的は行動には至っていな

い。 

部会長 

補足として、家族が相談支援事業所を探すには、渡されたリストを順番にか

けている。その為、全て連絡してダメだったときは再度連絡してという話を

している。いっぱいということで断られてもストレスだが、概要を話した上

で断られたりすると、家族としては、よりストレスになる。何件も断られる

現状は何とかできないかと思う。なるべく家族の負担感が軽減できればと思

う。セルフプランの人ほど課題があるケースもあり、相談員にいろいろ説明

したくないという家族もいるため、なかなかセルフプランを推奨するという

ことはリスクが高いのかなと思う。 
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委 員 

電話を使っていると思うが、それが苦手な人もいる。その場合、どの事業所

が空いているかが分かるサイトや集約している情報が掲載されているホーム

ページがあると良いかなと思う。家族が困っていることを担保できる情報や

サービスがあると良いと思う。 

事務局 空床状況だけでも分かるものがあると良いと思う。 

会 長 相談支援部会として今の話題の中でできることはあるか。 

部会長 空きが出たら市に報告するくらいしかできない。 

会 長 

市としてはどこまでできるかの検討が必要だと思う。また、令和８年度に基

幹相談支援センターが設置予定だが、そこに向け家族の声をどう拾うか。ど

う繋げていくのかについては、一線にいる人たちの意見を集約することが必

要かなと思う。子ども部会についてはいかがか。 

委 員 

課題について一つだけ確認したい。地域の親御さんの親の会や、学校以外の

場の集まり、課題としては家庭にもなってくるかと思うが、同じ悩みを持っ

た方々の集まりと連携して想いを聞いていくのは良いと思うが部会の中で話

はあるか。 

部会長 

そういった話は出てこない。子ども家庭支援センターにはそうした情報があ

るかもしれない。放デイに来てくれている人たちのことは分かるが、来てい

ない人たちは知り得ない。その為、今通っている人たちのスキルアップは行

えるが、本当に必要な人たちが取りこぼされていないかということになる

と、少し疑問が残る。障害の枠は広がっており、事業所として行えることに

も限界があるため、どんな地域資源があるか、それぞれの児童の特性から何

を使えば生活の質が上がるのか等、そういった検討はできるとは思う。ただ

し情報が来る場所は限られているため、相談支援も含め総合的に見る中で、

負担が顕在化する前に取組んでいかないといけないと思う。 

委 員 

親御さんへのサポートと親同士の話をする機会というところは、なかなか親

御さんが受容できないこともあるかと思う。そういった人たちにどう情報提

供を行っていくのかというのは、言うは易しだが継続的に行ってもらいたい

と思う。 

会 長 

精神障害者支援の文脈だと、家族のエンパワーメントを第一にして支援を行

っている。これは想像になるが、知的障害児の領域でも、親のエンパワーメ

ントというのをどう行い本人支援とどう繋げていくのかということが大事に

なると思う。情報集約の重要性は相談しながら、本年度の活動に繋げてもら

えたらと思う。 

委 員 

数は少ないかもしれないが、重症心身障害児や医療的ケア児のお子さんにつ

いて、受け入れられる事業所が市内にはなかなか無く、他市を使っている人

が多いが、その視点だけは忘れないでもらえたらと思う。 

会 長 

市の協議会として地域課題をというところでは、市の中だけでは答えが難し

い場合に、他市のリソースを活用しながら活動していけるのかという、その

辺りの認識の共有も大事であり必要になってくると思う。 

では次の議題に移りたいと思う。 
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事務局 

資料 3-1、3-2 を見てもらい、福祉避難所について話しをさせてもらう。事務局会

や部会でも話題に上がることがあるため、改めて清瀬市における福祉避難所につ

いて一般的なことではあるが、伝えられればと思う。資料は、清瀬市における福祉

避難所の Q＆A と市内の福祉避難所の一覧になる。福祉避難所については、福祉

総務課という課が主管課となり、そこで協定締結を行うこととなる。事前に福祉総

務課へも確認したが、災害時の福祉避難所運営については二次的なものとなるた

め、開設の有無についてはその時々の災害規模により異なっている。その為、福祉

避難所一覧に掲載されているからといって必ずしも開設されるとは限らない。また、

仮に開設された場合でも、施設側の受入れ体制が整わない限り、受け入れることは

困難になるため、その確認は市と施設とで調整する形となる。環境の変化によって

パニック等が起こり得る特性をお持ちの方が利用しようとした場合、少しでも関りの

ある施設でないと、受入れ自体なかなか困難な状況ではないかと考える。理想を言

えば、自助・共助・公助の中で、地域の助け合いとして共助を意識する中で、地域の

役割として地域ごとの防災活動の推進や日頃からの協力体制、事業所においては

地域と連携して助け合う取組みや利用者、従業員の安全確保を最優先としながら

も地域のコミュニティによる助け合いが持てれば、それが本来の災害時の対応なの

ではないかと思う。仮に、行政が仕組み作りを行い福祉避難所の数を増やすことは

できても、実際の有事に対応する人たちは、より身近な人たち同士になると思うた

め、各事業所においては、災害時にどうするかということを、事業所内であらかじめ

話し合ってもらい、福祉の専門職の立場で何ができるのかを検討してもらうだけで

も有事の際に取組めることがあるのではないかと考える。その中の一つの考え方に

福祉避難所として協定を結んでもらえる事業所があれば、ぜひ手を上げてもらい

たい。 

 

 

会 長 

 

 

災害時の障害者支援を考えていく必要があるという議論があった中で清瀬市の現

状がどうなっているのかということで報告してもらった。災害時は平時の対応がどう

かで対応が決まると思う。共生社会やノーマライゼーションを捉えたときに、普段か

ら議論し、どう災害に強いチームを作っていくかを展開していかないと、避難所を増

やせても職員も被災者であると考えると、災害時の支援体制については平時から

議論していく必要がある。社協や学校の取組みについても共有できればと思う。 

部会長 
部会員を増やす流れについて、呼びかけについてはどのようにしていくか。今回か

らメーリングリストに追加してもらいたい。 

事務局 追加は問題ないが、送る事業所をどこにするのかは相談させて欲しい。 

部会長 部会に人を出せる出せないもあると思うので、事務局からも説明が必要だと思う。 

会 長 

まずは主旨説明が必要になると思う。その上で、内諾をもらった事業所に通知を送

る流れが必要である。追加のプロセスについては部会長とも共有し、整理した上で

実施していく。 

委 員 

横の繋がりを考えると、相談支援と子ども部会は切り離してはいけないと思う。来

月辺りからは就学に向けた準備が始まるため、市として事業所特性の把握に期待

したいと思う。 

会 長 情報と集約が課題となる。 
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委 員 

ひだまりの里きよせの職員は、ほぼ全て部会に参加しているため、利用者に還元し

ていければと思う。また、福祉避難所については地域交流スペースもあり考えては

いるが、100 人近い職員がいる中で殆どは市外在住の職員であり、実際に何人が

施設に駆け付けられるかというところになり、入所者の対応で手いっぱいになると

思う。その為、福祉避難所として開設させられるかどうかは躊躇しているところもあ

るが、前向きには検討していきたい。 

委 員 

社協としてふれあいまつりを活用してもらい、情報発信に繋げてもらいたい。また、

過去に権利擁護・差別解消部会に権利擁護センターの職員も参加していた経緯も

あると聞いているため、事例検討や親亡き後の成年後見制度等、権利擁護センタ

ーも積極的に活用してもらい協力していきたい。 

会 長 
今までの活動を知らないこともあるため、皆が知っている情報も引き続き上げてい

ただければと思う。これで、今日の会は終了する。 


